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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高による企業業績の下振れ懸念、設備投資や個人消費の

伸び悩みなど、景気は足踏み状態が続きました。加えて、英国の欧州連合(ＥＵ)離脱決定を受け、世界経済も先

行き不確実性が高まりました。

国内新車総販売台数（軽を含む）の４～６月の実績は、登録車は新型車の効果で前年同期比約5.3％の増加とな

りましたが、燃費不正問題も影響した軽自動車が同約13.9％の減少、全体では同約1.9％の減少となりました。

このような環境下、当社グループの国内部門では、地域密着型営業の更なる強化を図り、得意先のニーズに対

応すべく付加価値の高いオリジナル商材のシェア拡大と異業種を含め、新しいお客様、商品、ビジネスモデルの

３つの新規開拓に取り組みました。

また、海外部門では、北米市場で新しい販売チャネルの開拓に注力する一方、ロシアや中東アフリカ、アジア

地域においては、既存のドバイとマニラの駐在員事務所をCAPCO PTE LTD(シンガポール)の子会社として現地法人

化すると共に、ミャンマー駐在員事務所を新設し、営業力の強化を図りました。

これにより、当社グループの売上高は41億87百万円（前年同期比116％）、営業利益は６億84百万円（同134

％）、経常利益は８億11百万円（同130％）となりました。

なお、特別損失として投資有価証券評価損26百万円を計上いたしました結果、親会社株主に帰属する四半期純

利益は５億46百万円（前年同期比132％）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の財政状態を分析しますと、

　① 総資産合計は218億96百万円と前連結会計年度末に比べて９億70百万円減少しております。

減少の主なものは、現金及び預金が７億４百万円、受取手形及び売掛金が６億12百万円であります。

増加の主なものは、商品及び製品が１億31百万円、土地が２億14百万円であります。

　② 負債合計は34億33百万円と前連結会計年度末に比べて８億95百万円減少しております。

減少の主なものは、支払手形及び買掛金が２億59百万円、短期借入金が１億19百万円、未払法人税等が４億

95百万円であります。

　③ 純資産合計は184億62百万円と前連結会計年度末に比べて75百万円減少しております。

減少の主なものは、株価下落によりその他有価証券評価差額金が２億62百万円であります。

増加の主なものは、利益剰余金が１億85百万円であります。

なお、自己資本比率は、81.1％から84.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の通期の業績予想（平成28年５月11日公表）につきましては、当第１四半期連結累計期間の業

績が概ね計画通りに推移しておりますので、現時点における業績予想値の変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更）

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

(たな卸資産の評価方法の変更)

輸出向商品の評価方法は、従来、個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によってお

りましたが、当第１四半期連結会計期間より総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

に変更しております。

この評価方法の変更は、新しい基幹業務システムの導入を契機に、たな卸資産の評価及び期間損益計算をよ

り迅速かつ適正に行うことを目的としたものであります。

なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

（４）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,467 7,762

受取手形及び売掛金 2,567 1,954

商品及び製品 386 518

仕掛品 1 2

原材料及び貯蔵品 9 9

その他 291 278

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 11,721 10,523

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 676 673

土地 1,395 1,610

その他（純額） 110 92

有形固定資産合計 2,181 2,376

無形固定資産

のれん 511 456

その他 243 294

無形固定資産合計 754 751

投資その他の資産

投資有価証券 7,536 7,464

その他 672 780

投資その他の資産合計 8,209 8,245

固定資産合計 11,145 11,373

資産合計 22,867 21,896

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,573 1,314

短期借入金 119 -

未払法人税等 711 216

賞与引当金 239 118

その他 565 683

流動負債合計 3,209 2,332

固定負債

退職給付に係る負債 1,009 994

その他 109 106

固定負債合計 1,119 1,101

負債合計 4,329 3,433
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,001 1,001

資本剰余金 4,184 4,184

利益剰余金 13,533 13,718

自己株式 △717 △718

株主資本合計 18,001 18,186

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 562 299

繰延ヘッジ損益 1 1

退職給付に係る調整累計額 △26 △24

その他の包括利益累計額合計 536 276

純資産合計 18,537 18,462

負債純資産合計 22,867 21,896
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 3,610 4,187

売上原価 2,132 2,471

売上総利益 1,478 1,715

販売費及び一般管理費 966 1,031

営業利益 511 684

営業外収益

受取配当金 30 28

受取賃貸料 14 14

持分法による投資利益 71 90

その他 8 6

営業外収益合計 124 140

営業外費用

支払手数料 2 2

賃貸収入原価 6 5

為替差損 1 4

その他 1 1

営業外費用合計 11 13

経常利益 624 811

特別損失

固定資産除却損 26 -

投資有価証券評価損 - 26

特別損失合計 26 26

税金等調整前四半期純利益 597 784

法人税、住民税及び事業税 215 211

法人税等調整額 △30 26

法人税等合計 184 237

四半期純利益 413 546

親会社株主に帰属する四半期純利益 413 546
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 413 546

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 183 △241

繰延ヘッジ損益 0 0

退職給付に係る調整額 1 2

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 △21

その他の包括利益合計 184 △259

四半期包括利益 597 286

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 597 286

決算短信（宝印刷） 2016年08月04日 11時25分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



中央自動車工業株式会社(8117) 平成29年３月期 第１四半期決算短信

― 8 ―

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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